
ＣＭ（ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）方式について

発注者の補助者・代行者であるＣＭＲ（ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）が、技術的な中立性を保ちつつ発注者の側に立って、設計の検
討や工事発注方式の検討、工程管理、コスト管理などの各種マネジメント業務の全部又は一部を行うもの。
段階 業務内容

設計
段階

①設計候補者の評価、②設計の検
討支援、③設計ＶＥ、等

発注
段階

①発注区分・発注方式の提案、
②施工者の公募・評価、③工事価
格算出の支援、④契約書類の作
成・アドバイス等

施工
段階

①施工者間調整、②工程計画作
成･管理、③施工図チェック、
④品質管理チェック、⑤コスト管理
等

アットリスク型ＣＭピュア型ＣＭ

ＣＭ方式とはＣＭ方式とは

※業務内容は発注者のニーズによって取捨選択

□多様な建設生産・管理システムの形成による発注者の選択肢の
多様化

□コスト構成の透明化とそれによる適正価格の把握
□発注プロセスの透明性の確保とステークホルダー（株主、納税者
等）への説明責任

□設計・発注・施工の各段階における民間のマネジメント技術の活
用

□品質管理の徹底
□発注体制の強化（発注者内技術者の量的・質的補完）
□品質・技術に優れた施工者の育成（特に専門工事業者）

※ＣＭＲが、設計・発注・施工の各段階において、
マネジメント業務を行う方式

期待される効果期待される効果

※左記のマネジメント業務を加えて、ＣＭＲが施工
に関するリスクを負う方式（工事費の最大保証
金額を設定する場合もある）

○アメリカ 民間工事では１９６０年代より活用され
ており、一般的に広く普及、工事の発注方
式として主要な方式の一つとなっている。公
共工事でも採用されている。

○イギリス 民間工事では一般的に広く普及、公共工
事でも活用されている。

○フランス・ドイツ 民間工事では一部活用されている。

海外での活用事例海外での活用事例


